
















































・第１章 J.S.G. Boggs について－紙幣と文学の比較研究のために  
 
 紙幣と文学を橋渡しする助走として、アメリカで 1980 年代から活躍した

































・第２章 複製への抵抗－バートルビーと貨幣、そして解釈  
 
 Herman Melville の短編  “Bartleby, the Scrivener: a Story of 
Wall-Street”（1853）を、貨幣のはたらきと重ね合わせながら、複製への抵





面があり、そこは事務所の同僚たちに  “prefer” が伝染していくというある






































































 Mark Twain が書いた未完の短編  “Which was the Dream?”は夢をめぐる
物語であるが、この作品の中にはいたるところに二重性が張り巡らされてい







































・第５章 紙の上のエメラルド・シティ－『オズの魔法使い』と紙幣制度  
















った。1870 年代に不換紙幣に反対して書かれた Robinson Crusoe’s Money 
では、何ものとも兌換できず法制によってのみ貨幣とされる不換紙幣の無効

























































・第７章 広告に似る男－『グレート・ギャツビー』と時間と貨幣  
 



































































・第９章 （E）X Marks the Spot－ポール・オースター『ブルックリン・
フォリーズ』と 9.11 後のリアリティ  
 
 Paul Auster の 2006 年の作品、Brooklyn Follies は 9.11 によって締めく






























不透明なものに変えてしまった。だからこそ作中で繰り返される  “X Marks 
the Spot”という言い方は別の読み方ができ、この物語は 9.11 を境に ex(過
去 )になってしまったかつてのリアリティへの、そしてそこに存在していた、
いまは失われてしまった物語の力への憧憬として読むことができるのであ
る。  
 
以上、9 つの各論を本体とした上で、最後の「おわりに」では、本研究にお
いて白人男性作家のみが取り上げられ、女性や人種的マイノリティが扱われ
ていないことを、アメリカ紙幣に掲げられる肖像じたいが白人男性のみによ
って占められてきた事実と重ねる。2020 年に、アンドルー・ジャクソンに
取って代わり、奴隷解放に尽力し地下鉄道の活動に関わった黒人女性ハリエ
ット・タブマンが 20 ドル札に載ることによって、アメリカ紙幣には多様化
がもたらされる予定なのだが、トランプ政権はその変更を棚上げにしようと
しており、この問題が、いまの保守化したアメリカが建国の理念を堅持しう
るかの試金石であり、紙幣を読むことがアメリカやアメリカ文学を理解する
ために、現在でも有効であることを指摘した。  
 
